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各位 

2025年 7月 23日 

株式会社エルテス 

(証券コード：3967 東証グロース) 

 

 

【発表】ネット炎上レポート 2025年上期版 
～エンタープライズ企業の炎上が増加、社会が抱く期待やパーセプションの理解が重要～ 

 

 

「安全なデジタル社会をつくり、日本を前進させ続ける。」をミッションと掲げる、株式会社エルテス（本

社：東京都千代田区、代表取締役：菅原貴弘、証券コード：3967、以下「エルテス」）は、2025

年上期「ネット炎上レポート」をサービスサイトにて発表いたしました。 

 

サービスサイト：「ネット炎上レポート 2025年上期版」はこちら 

https://eltes-solution.jp/column/riskreport-202501-202506 

 

 

◆ ◆ ◆ 

 

 

■はじめに 

エルテスでは、公開されている SNS データを独自に収集・分析を行い、2019年 8月より月次でのネット

炎上レポートを公開しております。企業の広報やリスク管理を行う方々に炎上事例の傾向をお伝えするこ

とで、自社のレピュテーション保護を行っていただきたいという想いのもと取り組んでおります。 

 

今回は、2025 年上期（1 月～6 月）の炎上事例を時系列にまとめ、ネット炎上傾向の変化を“炎上

対象”と“炎上要因”の 2 つの観点から分析しています。 

 

■サマリー 

2025年上期全体の炎上傾向 

炎上対象からみる上期炎上のトレンド 

（1）サービス企業の炎上 

（2）不適切発言・行為、失言による炎上 

（3）異物混入による炎上 

まとめ 

 

■2025年上期全体の炎上傾向 

2024 年下期（2024 年 7 月～12 月）と比較して 2025 年上期（2025 年 1 月～6 月）のネッ

ト炎上件数は 1.2%減少しました。図１で記載している通り、業種ごとに分類すると「個人・著名人」と

「メーカー」の炎上件数減少が特徴的に見られております。 

 

また、毎月の炎上件数では、上期を通じて 2025 年 5 月が最多になりました。5 月にはインフルエンサー

https://eltes-solution.jp/column/riskreport-202501-202506
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マーケティングを実施したジュエリーブランドに批判が集まった事例や代表の不適切発言に対して批判が

殺到した事例が複数見られました。 

 

 

■炎上対象からみる上期炎上のトレンド 

 

図 2 は、2025 年上期の炎上件数を月次で炎上対象別に整理したものです。ここからは、炎上対象の

軸で 2025年上期の炎上の特徴を見ていきたいと思います。 
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（1）サービス企業の炎上 

全体の炎上件数は 2024 年下期と比較して大きく変動していませんが、サービス企業の炎上は 6 か月

間の平均でも 54％と全体の半数以上を占める結果となっています。さらに、サービス企業の炎上は、売

上高 100 億円を超えるようなエンタープライズ企業の炎上が半数以上を占める状況が分かりました。法

人企業の中でエンタープライズ企業に占める割合は、非常に低いなかで、知名度・露出量の高いエンター

プライズ企業が炎上リスクに晒される可能性が高いことが、この結果から改めて浮き彫りになりました。 

 

また、サービス企業では、PRや広告に関する炎上が散見されました。例えば、起用タレントの選定や企業

が運営するサイトへの広告掲載など企業の危機管理体制への指摘が寄せられていることが特徴的でした。 

 

＜サービス企業で発生した主な炎上事例＞ 

〇未成年のタレントを結婚情報雑誌のモデルに起用したとして物議 

〇ジュエリーブランドの PR にインフルエンサーを起用したとして物議 

〇レシピサイトにアダルト広告が掲載されているとして物議 

〇画廊の公式アカウントが生成 AIで出力した有名画家風の画風イラストを投稿したとして物議 

 

画像生成 AI の PR 利用については昨年に引き続き賛否が巻き起こりやすいトピックスです。教師データ

の取得や権利など法的な整備不足に関する声やクリエイターを軽視しているといった声が見られました。

一方で出力したデータに不自然な点があるにもかかわらず、そのままクリエイティブに採用することに対する

指摘も多くみられています。 

また、アダルト広告が企業の EC や情報サイトに掲載されているとして批判された事例は複数社で見られ

ており、社会的な問題に発展していることが伺えます。それらに関して、ネットワークの審査やフィルタリング

をかいくぐって表示されてしまうといった企業側からの声明も話題となりました。 

未成年のタレントを結婚情報誌のモデルに起用していたケースやジュエリーブランドがインフルエンサーマー

ケティングを活用したケースにおいては、PR の手法のブランドのユーザー属性や雑誌の属性を考慮すべき

であるといったネガティブな声が多く、選定から起用するタレントの選定まで、企業が社会からどのような期

待を持たれているのかパーセプションを把握した上で検討することが企業のブランドイメージの毀損リスク低

減に繋がります。 
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※”企業・団体”は図 1 の「メーカー」「サービス」「IT」「インフラ」「自治体・団体」「教育組織」を指します。 

 

 

（2）不適切発言・行為、失言による炎上 

2024 年下期には 25％だった「不適切発言・行為、失言」による炎上が 2025 年上期に、36％に増

加しました。 

 

＜主な不適切発言・行為、失言による炎上事例＞ 

〇自治体が配布した性教育に関する冊子の内容が女性蔑視的であるとして炎上 

○SNS に投稿したショート動画がノーメイクの女性を揶揄しているとして物議 

○アイドルグループの公式アカウントで入浴中の女性の画像を誤投稿し炎上 

 

不適切発言・行為、失言による炎上では、女性蔑視や揶揄する表現が問題視された事例が散見され

ました。過去にも女性蔑視の表現で炎上したケースや女性がノーメイクである状況を批判的に表現したク

リエイティブが炎上したケースも存在したため、過去の炎上の学びが活用されていないといったネガティブ意

見がみられました。 

また、公式アカウントでの誤爆の事例では、企業側が発表した原因が「業務委託先スタッフによるミス」だ

ったことで、さらなる批判に繋がり、委託先選定の場面から企業の危機管理体制が求められていることが

分かりました。 

 

上記３つのケースのように、業務委託先やタイアップ企業といった社外の関係者が企画に携わる場合、

自社の名前で発信される情報については、発信元である企業の高い危機管理意識とリスクに対する感

度が求められていると言えます。 
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（3）異物混入による炎上 

2024年下期には３％だった「異物混入」による炎上は 2025年上期には 2倍となる 6％に増加してい

ます。 

 

＜主な異物混入による炎上事例＞ 

〇飲食チェーン店でテイクアウトした商品に小動物の死骸が混入していたことが数か月後に発覚し炎上 

○飲食チェーン店で提供商品に虫が混入しているとして炎上、店舗は営業を無期限停止に 

 

異物混入による炎上では、事象自体への批判が見られたことはもちろん、企業対応にも注目が集まりま

した。事象の発生から時間が経過して企業対応が発表されたケースでは、迅速に対応されなかったことに

ついて批判が集まりました。また、過去に当該チェーンの別店舗での勤務経験があると述べる内部関係

者からは、衛生管理に関する問題が過去にもあり、常態化しているのではないかといった告発の投稿が散

見されました。 

SNS の発達はユーザーの情報発信力を強め、インシデント発生時においても本部への問い合わせだけで

なく、SNS 上に表出することが当たり前となりました。企業は SNS にもアンテナを張り、店舗や本部の目

が行き届きにくい場所で発生する火種を早期に検知する必要があることが分かりました。 

 

■まとめ 

2025年上期の炎上トレンドを見ていくと、2 つの特徴が見えてきました。 

1つ目は企業の企画におけるタイアップや委託先との連携ミスが炎上に繋がっていくケースです。企業同士

やクリエイター、インフルエンサーと企画でタイアップの場合、内容だけでなく、タイアップ先が適切かを見極め

ることが重要となります。これを見誤ってしまうと、「こんな団体/人物とコラボするなんて」といった批判に繋

がるリスクがあり、企画による効果が伸び悩む要因だけでなく、危機管理体制への批判に繋がってしまう

可能性があります。自社にとって適切なタイアップ先かを見極めるためには、自社が社会的にどのような期

待を持たれているのか、パーセプションを理解することが必要です。 

 

2 つ目は企業対応における過去の炎上からの学びが活用されていないと批判に繋がるケースです。「ネッ

ト炎上」という現象はすでに 10 年以上の歴史を持ち、これまでに様々な炎上が発生してきました。企画

内容に過去同様の批判が寄せられて炎上した事例や、企業対応が遅延して批判が殺到した過去の事

例など、ユーザーの記憶に残る炎上事象が引き合いに出され、過去に発生した事象から学んでいないの

かといった企業の危機管理体制への指摘の論調が見られる場合があります。 

このようなことを防ぐためには、担当部門が現在の炎上トレンドだけでなく、過去の炎上事象の概要、企

業はどのような対応を取っているのか、SNS ではどのような反応が見られたのか、などを収集し、万が一、

同様の事象が発生した場合に備えてノウハウとして蓄積しておくことを推奨いたします。 

 

どちらの特徴においても、有事が発生してからでは対応に後れを取ってしまい、企業のブランド毀損に繋が

ることが分かります。今回サービス業界の炎上において、半数を占めたエンタープライズ企業は特に社会か

らの期待や○○であるべきといったイメージが確立されており、パーセプションからの逸脱は炎上の要因とな

ります。 

そこで、有事に備えた対策として、自社・ブランドに対する社会的な期待や論調を把握し、企画検討時

の軸として認識すること、過去や現在の炎上事象・企業対応のノウハウから、自社は有事の際、どのよう

な対応を取ることを求められるのかを自分ゴト化して考えることを推奨します。過去事象の企業対応が自

社には適さない可能性もあるため、ノウハウと社会的期待とを掛け合わせて危機管理体制を整えておくこ
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とが重要です。 

 

エルテスでは、引き続き月次で炎上傾向をまとめた炎上レポートを配信していきます。炎上のトレンドを把

握頂き、企業のリスクマネジメントに役立てて頂ければと考えております。 

また、毎月炎上レポートを配信するとともに、1つ炎上事例を取り上げて、炎上理解を深めるセミナーを開

催しておりますので、ぜひご参加ください。 

 

■解説者 

株式会社エルテス 釜石 萌 

プロフィール： 

在学中にジェンダー観点から広告 PR を研究。その後エルテスにてコンサルタントとして従事。多数の企業

のリスク低減および批判が寄せられた後の鎮静化を取り扱う。現在はプロモーション Gr に在籍。 

 

<参考情報> 

※1：「エルテスが毎月配信している炎上レポート」はこちら 

※2：「エルテスが開催するセミナーページ」はこちら 

 

<補足情報> 

エルテスの定義するネット炎上 

▼条件 

以下の二つの条件を満たしている必要がある 

（1）批判や非難が発生している（ポジティブな共感の拡散等ではない） 

（2）対象に対する批判の投稿量が、通常時と比較しても有意に多い状態 

▼定義 

ネット炎上とは、「オフライン・オンラインでの行動や発言に対して、ネット上で批判が殺到し、拡散している

状態」を指します。対象に対する批判の投稿量が、通常時と比較して有意に多いことが条件となります。 

▼炎上事例の収集方法 

SNS やメディアの中で、批判が殺到しやすい媒体を複数選定し、常時ウォッチング。その中で、上記の条

件を満たす事象を確認した場合、炎上事例と認定しています。 

 

 

◆ ◆ ◆ 

 

 

[エルテスグループ関連サイト] 

デジタルリスク対策サービス一覧：https://eltes-solution.jp/ 

採用情報：https://eltes.co.jp/recruit 

公式オウンドメディア「エルテスの道」：https://eltes.co.jp/ownedmedia 

公式 X（旧 Twitter）：https://x.com/eltes_irpr 

 

 お問い合わせ先 
エルテス PR事務局：奥村、島津 

 Tel : 03-6550-9280       E-mail: pr@eltes.co.jp 

 

https://eltes-solution.jp/__/categories/risk-report
https://eltes-solution.jp/seminar
https://eltes-solution.jp/
https://eltes.co.jp/recruit
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